
（
81
歳
）
を
訪
問
し
た
。
母
屋
の
隣
に
4

坪
の
作
業
小
屋
が
あ
り
、
そ
こ
で
、
白
梅

の
つ
ぼ
み
の
小
枝
を
約
10
本
、
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
の
小
箱
に
詰
め
る
作
業
を
し
て
い

た
。
普
通
の
葉
っ
ぱ
な
ら
2
5
0
〜
5
0

0
円
だ
が
、
こ
の
白
梅
（
緑
萼
梅
）
は
高

く
、
1
箱
7
0
0
円
だ
と
い
う
。

作
業
部
屋
に
は
高
齢
者
用
に
開
発
さ
れ

た
専
用
パ
ソ
コ
ン
と
無
線
F
A
X
が
備
え

ら
れ
て
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
の
端
末
画
面
に

は
、
品
目
別
に
毎
月
の
出
荷
箱
数
、
売
上
、

町
内
全
生
産
者
の
中
で
の
菖
蒲
さ
ん
の
売

上
順
位
が
表
示
さ
れ
て
い
た
。
9
〜
11
月

は
7
位
だ
が
、
12
月
は
22
位
に
下
が
っ
て

い
た
。「
22
位
は
ア
カ
ン
の
よ
。
10
番
以

内
な
ら
ま
あ
ま
あ
」
と
、
菖
蒲
さ
ん
は
順

位
を
上
げ
る
こ
と
に
熱
中
し
て
い
る
。

売
上
を
伸
ば
す
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
駆

使
し
て
、
情
報
を
収
集
・
分
析
が
必
要
だ
。

市
場
の
売
れ
筋
を
分
析
し
、
自
分
の
在
庫

（
畑
の
植
木
状
況
）
を
把
握
し
、
注
文
取

り
競
争
に
参
加
す
る
。
ア
タ
マ
を
鍛
え
て

お
か
な
い
と
で
き
な
い
と
い
う
。

I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
齢
者
に
ど
う
や

っ
て
教
え
た
の
か
、
同
行
し
た
横
石
さ
ん

に
質
問
し
た
。「
教
え
な
く
て
も
で
き
て

い
ま
し
た
。
見
た
い
も
の
が
パ
ソ
コ
ン
に

入
っ
て
い
る
と
、
何
も
い
わ
な
く
て
も
見

る
ん
で
す
よ
」
と
返
す
。

菖
蒲
さ
ん
は
、
年
収
5
0
0
万
円
く
ら

い
に
な
る
よ
う
だ
。
個
人
事
業
主
で
あ
り

青
色
申
告
も
自
分
で
や
る
。
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彩
事
業
の
売
上
は
、
昨
年
度
3
億
円
に

達
し
た
。
人
口
2
0
0
0
人
の
町
と
し
て

は
大
き
な
産
業
だ
。
こ
の
事
業
を
立
ち
上

げ
た
の
が
、
い
ろ
ど
り
の
横
石
知
二
さ
ん

（
代
表
取
締
役
副
社
長
）
で
あ
る
。
こ
の

事
業
は
補
助
金
で
始
ま
っ
た
の
で
は
な

い
。
こ
れ
を
立
ち
上
げ
た
横
石
さ
ん
の
経

営
力
が
す
べ
て
で
あ
る
。
優
れ
た
経
営
者

が
一
人
い
れ
ば
、
こ
う
な
れ
る
の
だ
。

20
年
前
、
ミ
カ
ン
と
林
業
が
上
勝
町
の

基
幹
産
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
寒
波
で

ミ
カ
ン
畑
は
全
滅
。
こ
れ
を
契
機
に
、
新

規
作
物
の
導
入
を
図
っ
た
。
葉
っ
ぱ
を
売

る
発
想
転
換
が
成
功
し
、
今
や
上
勝
町
の

一
大
産
業
と
な
っ
た
。
現
在
、
生
産
者
は

70
〜
80
歳
代
の
高
齢
者
を
含
め
1
9
0
戸

で
あ
る
。
町
の
世
帯
数
は
約
8
0
0
で
あ

る
か
ら
、
4
戸
に
1
戸
は
彩
事
業
に
関
わ

っ
て
い
る
事
に
な
る
。
近
い
将
来
、
農
家

は
2
5
0
戸
く
ら
い
ま
で
増
え
る
見
通
し

だ
。生

産
者
の
一
人
、
菖
蒲
増
喜
子
さ
ん

徳
島
の
山
奥
、
上
勝
町
に
「
㈱
い
ろ
ど

り
」
と
い
う
会
社
が
あ
る
（
町
出
資
の
第

3
セ
ク
タ
ー
）。
刺
身
の
つ
ま
類
な
ど
、

木
の
葉
を
集
め
、
金
に
変
え
る
葉
っ
ぱ
ビ

ジ
ネ
ス
（
彩
事
業
）
に
取
り
組
ん
で
い
る

会
社
だ
。
生
産
者
は
70
〜
80
歳
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
主
力
で
多
い
人
は
年
収
1

0
0
0
万
円
以
上
も
稼
い
で
い
る
。
パ
ソ

コ
ン
を
自
在
に
操
り
、
情
報
収
集
・
分
析

も
自
ら
行
な
う
。
毎
日
数
字
を
扱
っ
て
い

る
の
で
頭
が
活
性
化
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
、
皆
、
生
き
生
き
と
し
て
い
て
元
気
が

い
い
。

か
つ
て
は
ミ
カ
ン
と
林
業
の
町
で
、
活

気
を
失
い
、
人
々
の
表
情
か
ら
は
笑
顔
が

消
え
て
い
た
。
し
か
し
今
は
満
面
の
笑
顔

が
戻
っ
て
い
る
。

彩
事
業
は
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も

な
っ
た
。
人
口
2
0
0
0
人
の
山
奥
の
町

に
、
話
を
聞
き
つ
け
て
き
た
U
I
タ
ー
ン

者
が
90
人
も
い
る
。
今
も
U
I
タ
ー
ン
希

望
者
が
後
を
絶
た
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
、

元
気
な
高
齢
者
ば
か
り
な
の
で
、
一
人
当

た
り
の
医
療
費
も
わ
ず
か
26
万
円
で
あ

る
。
彩
事
業
が
成
功
し
、
納
税
者
が
増
え

た
。
一
方
、
税
金
を
使
う
人
は
減
っ
た
。

町
は
健
全
財
政
だ
。
山
奥
に
あ
り
な
が
ら

市
町
村
合
併
を
拒
み
、
独
立
独
歩
の
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

木
の
葉
を
お
金
に
変
え
る

農
家
は
減
る
一
途
、
そ
う
い
う
中
で
、
地
域
の
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
動

き
が
ビ
ジ
ネ
ス
側
か
ら
出
て
き
た
。
借
地
に
よ
る
規
模
拡
大
も
容
易
に
な
っ

た
。
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
農
業
の
近
代
化
を
推
進
し
始
め
た
。
商
系
も
農

家
も
新
世
代
の
事
業
家
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
農
業
の
創
造
に
動
い
て
い
る
。

（
評
論
家
叶
芳
和
）

パ
ソ
コ
ン
を
自
在
に
操
る

元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

評論家・
元国民経済研究協会理事長

叶 芳和
『農業・先進国型産業論』（82年）
の発表から26年。その後も『日本
よ農業国家たれ』（84年）、『農業ル
ネッサンス』（90年）などで未来の
日本農業を予言した叶芳和氏が、
改めて新時代の農業経営者を訪ね、
日本農業の可能性を考える。

㈱
い
ろ
ど
り
（
徳
島
県
上
勝
町
）

叶
芳
和
が
訪
ね
る
「
新
世
代
の
挑
戦
」 

第
七
回 

「
ア
タ
マ
を
鍛
え
て
お
か
な
い
と

注
文
が
と
れ
な
い
」（
81
歳
女
性
）
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57 農業経営者 2007年 3月号

集
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
10
年
前
か
ら
植

木
を
始
め
た
。
つ
ま
り
、
70
歳
に
な
っ
て

か
ら
自
分
の
工
場
を
建
て
た
よ
う
な
も
の

だ
。
現
在
81
歳
で
あ
る
が
、
ま
だ
植
え
る

予
定
だ
と
い
う
。
3
年
後
の
収
穫
を
見
越

し
て
の
投
資
だ
。
80
歳
を
過
ぎ
て
も
、
企
業

家
マ
イ
ン
ド
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

高
尾
晴
子
さ
ん
（
62
歳
）
は
地
域
ト
ッ

プ
の
彩
り
生
産
者
で
あ
る
。
月
収
1
0
0

万
〜
1
5
0
万
円
と
言
わ
れ
る
。
年
収
1

0
0
0
万
円
以
上
。
高
尾
さ
ん
は
規
模
が

大
き
く
、
1
ha
の
畑
に
桜
、
梅
、
桃
な
ど

を
植
え
て
い
る
が
、
70
a
は
ハ
ウ
ス
栽
培

で
あ
る
。
ハ
ウ
ス
の
導
入
で
1
年
中
採
取

で
き
る
体
制
を
作
っ
た
。
南
天
は
1
年
中

出
荷
で
き
る
。
他
は
季
節
ご
と
で
あ
る
が
、

半
月
で
も
早
い
と
高
く
売
れ
る
と
い
う
。

筆
者
が
訪
問
し
た
の
は
午
前
中
で
あ
っ

た
。
10
時
を
過
ぎ
た
頃
、
突
如
、
無
線
F

A
X
が
「
ト
ッ
・
ト
ッ
・
ト
ッ
」
と
音
を

立
て
始
め
た
。
高
尾
さ
ん
は
直
ぐ
立
ち
上

が
り
、
ま
だ
F
A
X
か
ら
出
て
く
る
途
中

の
F
A
X
用
紙
を
右
手
で
手
繰
り
な
が

ら
、
左
手
で
は
も
う
携
帯
電
話
の
番
号
を

押
し
て
い
た
。
農
協
宛
だ
。
し
か
し
、
電

話
は
通
じ
な
か
っ
た
。
注
文
取
り
は
早
い

者
勝
ち
で
あ
る
。
皆
が
一
斉
に
農
協
を
目

指
し
て
掛
け
る
の
で
、
回
線
が
満
杯
に
な

っ
て
い
た
の
だ
。
一
瞬
の
勝
負
で
あ
る
。

毎
日
、
こ
の
戦
い
で
あ
る
。「
毎
日
が
ゲ

ー
ム
感
覚
で
楽
し
め
る
か
ら
、
面
白
い
」

と
い
う
。

こ
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
通
常
の
農
協
の

販
売
事
業
と
は
違
う
。
農
協
が
注
文
を
と

っ
て
農
家
に
平
等
に
生
産
配
分
す
る
の
で

は
な
い
。
農
協
は
市
場
の
注
文
を
F
A
X

で
各
生
産
者
に
一
斉
に
流
す
だ
け
で
あ

る
。
各
生
産
者
が
自
分
の
判
断
で
、
利
益

率
の
高
い
市
場
、
品
目
を
一
瞬
の
う
ち
に

選
択
し
注
文
を
受
け
る
仕
組
み
で
あ
る
。

ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
と
、
利
益
の
い
い
も

の
は
他
人
に
取
ら
れ
る
。

高
尾
さ
ん
は
、
情
報
が
大
切
と
強
調
す

る
。
市
場
は
何
を
必
要
と
し
て
い
る
か
を

分
析
し
、
事
前
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が

何
よ
り
も
重
要
と
い
う
。
午
後
4
時
に
農

協
の
集
計
が
流
さ
れ
て
く
る
。
そ
れ
を
見

て
、
良
く
売
れ
る
市
場
、
ダ
メ
な
市
場
を

把
握
し
、「
こ
れ
を
明
日
増
や
そ
う
」
と

作
戦
を
立
て
る
。
翌
朝
10
時
に
F
A
X
で

一
斉
に
各
市
場
か
ら
の
注
文
が
流
さ
れ
る

と
、
価
格
を
見
て
即
座
に
注
文
す
る
。
事

前
に
市
場
を
分
析
し
、
予
定
を
立
て
て
お

か
な
い
と
判
断
で
き
な
い
。
I
T
を
活
用

し
た
情
報
戦
争
で
あ
る
。
高
尾
さ
ん
も
採

集
は
夫
の
担
当
で
あ
る
。

高
尾
さ
ん
は
、
彩
事
業
の
一
番
最
初
か

ら
の
生
産
者
の
一
人
で
あ
り
、
地
域
全
体

の
情
報
に
も
詳
し
い
。
彩
出
荷
額
の
7
割

は
40
戸
の
農
家
に
よ
る
も
の
だ
。
と
い
う

こ
と
は
、
彩
り
生
産
者
の
収
入
分
布
は
、

「
こ
ん
な
面
白
い
仕
事
は
な
い
。
お
金

を
も
ら
え
る
事
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ゲ

ー
ム
感
覚
を
楽
し
め
る
」
と
い
う
。

菖
蒲
さ
ん
は
病
院
に
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

に
も
行
か
な
い
。
葉
っ
ぱ
の
パ
ッ
ク
作
業

は
指
先
を
使
う
。
そ
れ
に
、
毎
日
数
字
を

扱
っ
て
い
て
頭
も
使
う
の
で
病
気
知
ら
ず

の
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
い
る

の
だ
。
最
近
、
息
子
の
嫁
さ
ん
が
彩
り
の

仕
事
を
教
え
て
く
れ
と
言
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
以
前
、
息
子
夫
婦
は
「
い
ろ
ど
り
の

仕
事
は
セ
コ
イ
」
と
言
っ
て
興
味
を
示
さ

な
か
っ
た
の
に
、
で
あ
る
。

昔
の
ミ
カ
ン
畑
30
a
（
傾
斜
地
）
に
桜
、

梅
、
桃
、
紅
葉
、
柿
な
ど
を
植
木
し
、
そ
の

木
の
葉
を
採
集
し
て
い
る
。
採
集
は
夫

（
81
歳
）
の
担
当
。
当
初
は
自
然
木
か
ら
採

図1　いろどりの出荷額推移 
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出荷額（百万円） 

（出所）㈱いろどり資料。 

「
毎
日
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
め
る

か
ら
面
白
い
」（
62
歳
女
性
）

高尾晴子さん（62歳）。 菖蒲喜子さん（81歳）。
「世界中を探したって、こんなに楽しい仕事はない」と語るいろどり農家のおばあちゃんたち。

梅（白梅） 
桜 
桃 
柿の葉 
紅葉 
南天 
 
箱数 
金額（千円） 
順位 
出荷者数 

 1,779 2,964 3,234 3,035 2,510 180 
 303 586 641 641 652 31 
 15 7 7 7 22 57 
 102 112 114 117 164 120 

表1　Sさんの専用パソコン端末画面（出荷・売上・順位） 

（出所）筆者訪問調査による（2007年1月11日）。金額は円単位まで表示される。 
（注）品目はもっと詳細に「青もみじ」、「赤もみじ」、「紅葉もみ」等々商品別に表示されている。 

品目（注） 8月 9月 10月 11月 12月 1月10日 

（品目ごとに出荷の箱数、金額が表示される） 
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1
0
0
0
万
円
以
上
も
い
る
が
、
上
位
層

は
5
0
0
万
円
前
後
（
40
戸
）、
多
く
の

農
家
は
50
〜
1
0
0
万
円
位
で
あ
る
（
筆

者
推
定
）。
年
齢
と
は
無
相
関
で
あ
る
こ

の
上
位
40
戸
は
木
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
い

る
。
ほ
と
ん
ど
栽
培
も
の
で
あ
っ
て
、
自

然
採
集
は
少
な
い
よ
う
だ
。

彩
事
業
は
町
を
変
え
た
。
第
1
に
、
女
性

が
元
気
に
な
り
、町
が
元
気
に
な
っ
た
。
昔

の
農
業
は
男
性
中
心
だ
っ
た
。
野
菜
部
会

も
シ
イ
タ
ケ
部
会
も
男
中
心
の
社
会
で
あ

っ
た
。
彩
事
業
が
始
ま
っ
て
、
女
性
が
表
に

出
だ
し
て
か
ら
、町
に
活
気
が
出
て
き
た
。

第
2
に
、
景
観
が
良
く
な
っ
た
。
20
年

前
ま
で
は
林
業
が
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
た

め
、
山
は
杉
林
で
あ
っ
た
。
そ
の
杉
林
も
、

林
業
不
況
の
た
め
手
入
れ
さ
れ
ず
荒
れ
て

い
た
。
彩
事
業
が
始
ま
り
、
落
葉
樹
に
変

わ
っ
た
。
20
年
間
に
渡
っ
て
花
や
紅
葉
の

美
し
い
木
が
商
品
と
し
て
山
や
畑
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
栽
培
さ
れ
た
た
め
、
景
観
が

ま
る
で
変
わ
っ
た
。
山
々
は
季
節
ご
と
に

花
が
咲
き
、
色
づ
く
。

第
3
に
、
町
財
政
へ
の
寄
与
も
大
き
い
。

上
勝
町
の
高
齢
化
率
は
県
内
ト
ッ
プ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は

わ
ず
か
26
万
円
で
あ
る
。
類
似
の
自
治
体

と
比
べ
る
と
一
人
当
た
り
20
万
円
少
な

い
。
人
口
2
0
0
0
人
の
町
全
体
で
考
え

れ
ば
約
4
億
円
も
医
療
費
を
節
約
で
き
て

い
る
。
寝
た
き
り
老
人
も
以
前
は
10
人
前

後
い
た
が
、
現
在
は
2
人
に
減
っ
た
。

彩
事
業
の
効
果
で
、
農
家
が
明
る
く
な

り
、
景
観
も
明
る
く
な
り
、
地
域
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
。
町
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
全
国
か
ら
視
察
者

が
人
口
の
2
倍
も
訪
れ
る
。
2
0
0
6
年

度
は
4
2
0
0
人
の
見
込
み
だ
。

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
は
U
I
タ
ー
ン

に
も
繋
が
っ
た
。
上
勝
町
に
は
U
I
タ
ー

ン
の
波
が
三
つ
あ
る
。
1
9
8
5
年
頃
か

ら
の
U
I
タ
ー
ン
は
自
然
農
法
に
取
り
組

み
た
い
と
い
う
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
1
9

9
3
〜
95
年
に
は
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
産
地

作
り
の
た
め
U
I
タ
ー
ン
者
を
募
集
し
た

ら
た
く
さ
ん
来
た
。
最
近
は
2
0
0
3
年

頃
か
ら
、
彩
事
業
が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
す

よ
う
に
な
っ
て
、
ま
た
U
I
タ
ー
ン
が
増

え
て
き
た
。

上
勝
町
の
ま
ち
づ
く
り
で
注
目
し
た
い

の
は
、
U
I
タ
ー
ン
者
が
町
の
中
枢
を
支

え
て
い
る
こ
と
だ
。
近
年
、
上
勝
町
が
全

国
的
に
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
彩
事
業
の

ほ
か
、
全
国
初
の
「
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」

（
2
0
0
3
年
）
に
よ
る
効
果
も
大
き
い
。

ゴ
ミ
の
34
分
別
の
取
組
み
で
現
在
既
に
約

80
％
が
資
源
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

推
進
す
る
N
P
O
法
人
「
ゼ
ロ
･
ウ
ェ
イ

ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
ス
タ
ッ
フ
は
全
員

I
タ
ー
ン
で
あ
る
。
神
戸
大
学
を
卒
業
し

デ
ン
マ
ー
ク
で
世
界
の
環
境
問
題
を
学
ん

だ
女
性
も
、
H
P
を
見
て
一
般
公
募
で
入

っ
た
。
農
業
の
基
幹
的
作
物
に
な
っ
て
い

る
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
担
い
手
も
I
タ
ー
ン

で
あ
る
。
特
産
品
売
り
場
の
「
い
っ
き
ゅ

う
茶
屋
」
も
I
タ
ー
ン
で
あ
る
。
い
ろ
ど

り
も
全
員
I
タ
ー
ン
で
あ
る
。

純
粋
培
養
の
地
元
出
身
者
よ
り
も
、
都

会
経
験
の
あ
る
I
タ
ー
ン
の
ほ
う
が
間
違

い
な
く
優
秀
だ
。
こ
れ
は
も
う
明
々
白
々

で
あ
る
。
縁
故
採
用
を
退
け
、
一
般
公
募
で

U
I
タ
ー
ン
者
を
採
用
し
た
歴
代
の
町
長

や
農
協
組
合
長
の
英
断
が
す
ば
ら
し
い
。

過
疎
化
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
山
奥

の
自
治
体
の
生
き
残
り
策
で
あ
ろ
う
。

農
山
村
で
は
よ
そ
者
に
対
し
て
拒
否
反

応
を
示
す
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
横
石
さ

ん
が
彩
事
業
を
立
上
げ
成
功
さ
せ
た
実
績

が
、
こ
の
壁
を
破
っ
た
の
で
あ
る
。
今
で

は
町
全
体
に
U
I
タ
ー
ン
の
若
者
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
行
こ
う
と
い
う
風
土
が
醸
成
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
端
緒
を
作
っ
た
横
石
さ
ん
の
功

績
は
大
き
い
。

上
勝
町
は
、
交
通
不
便
な
山
奥
に
あ
り
、

65
歳
以
上
の
占
め
る
割
合
が
45
％
の
超
高

齢
化
地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
条
件
で
は
、

普
通
、「
廃
村
」
へ
の
道
を
進
む
と
い
わ

れ
る
が
、
上
勝
町
は
逆
に
、「
自
立
」
を

叶芳和が訪ねる「新世代の挑戦」 第七回 

一宇村 

木屋平村 

上勝村 

西祖谷山村 

美郷村 

神山町 

東祖谷山村 

 

1位 

2位 

3位 

4位 

5位 

6位 

7位 

 49.04 （24.01） 5 3.43 458 1,458 

 47.78 （21.91） 2 1.65 446 1,214 

 44.77 （24.02） 2 0.91 262 2,198 

 42.47 （21.66） 5 2.85 394 1,754 

 42.40 （21.84） 5 3.57 345 1,401 

 41.03 （20.92） 7 0.90 357 7,806 

 40.31 （18.94） 2 0.87 411 2,302

表2　徳島県市町村別の寝たきり比率および一人当たり医療費 

（注1）順位は65歳以上、人口比率の順位。 
（注2）人口は住民基本台帳に基づく（2004年3月31日現在）。寝たきり人数は同4月1日現在（各市町村） 
（注3）一人当たり医療費は2004年度現在。 

市町村 寝たきり 
（人） 

一人当たり 
医療費（千円） 人口 65歳以上 

（％） 
同左人口比率 
（1,000人当たり） 順位 75歳以上 

（％） 

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
が
町
を
支
え
る

図2　Uターン・Iターン者数（1985～2005年） 

Uターン者数 67人 うち定住者12人 

Iターン者数 

U、Iターン者定住者数 

人口に占める割合 

130人 うち定住者78人 

90人 

4.3％ 4.3％ 4.3％ 
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目
指
し
て
い
る
。
平
成
の
大
合
併
で
も
、

市
町
村
合
併
に
走
ら
ず
、
人
口
2
0
0
0

人
の
小
さ
な
自
治
体
で
あ
り
な
が
ら
、
自

主
独
立
の
道
を
選
ん
だ
。

い
ろ
ど
り
の
生
み
の
親
は
横
石
さ
ん

も
、
徳
島
市
出
身
の
I
タ
ー
ン
だ
。

徳
島
市
内
か
ら
バ
ス
で
2
時
間
近
い
中

山
間
地
域
、
勝
浦
川
の
上
流
に
あ
る
上
勝

町
は
、
1
9
8
0
年
代
の
初
め
、
町
民
の

顔
か
ら
笑
顔
が
消
え
て
い
た
。
ミ
カ
ン
と

林
業
の
町
で
あ
っ
た
が
、
林
業
は
外
材
に

押
さ
れ
、
一
方
、
1
9
8
1
年
の
寒
波
で

ミ
カ
ン
畑
も
全
滅
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

頃
、
農
協
に
入
っ
た
新
米
の
営
農
指
導
員

だ
っ
た
横
石
さ
ん
は
、
ミ
カ
ン
復
活
ま
で

新
し
い
作
物
を
見
つ
け
よ
う
と
、
悪
戦
苦

闘
が
始
め
る
。
大
阪
市
場
の
帰
り
に
入
っ

た
寿
司
屋
で
、
料
理
に
添
え
ら
れ
た
葉
っ

ぱ
（
つ
ま
）
に
気
付
き
、
上
勝
町
の
特
産

品
に
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。

し
か
し
、
地
域
に
戻
っ
て
皆
に
話
す
と
、

「
葉
っ
ぱ
を
売
る
？
　
タ
ヌ
キ
の
商
売
じ

ゃ
あ
る
ま
い
し
」
と
、
最
初
は
笑
ら
わ
れ

て
、
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
葉
っ
ぱ
は
い
く
ら
で
も
あ

る
、
と
い
う
の
だ
。

実
際
、
つ
ま
も
の
類
は
売
れ
な
か
っ
た
。

横
石
さ
ん
は
2
年
間
、
料
亭
に
客
と
し
て

通
い
つ
め
て
（
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
）、
使

わ
れ
て
い
る
現
場
で
、
ど
ん
な
葉
っ
ぱ
が

売
れ
る
か
を
調
べ
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、

板
前
さ
ん
が
調
理
場
に
呼
ん
で
く
れ
て
、

教
え
て
く
れ
た
。
使
わ
れ
て
い
る
葉
っ
ぱ

は
「
自
然
」
の
ま
ま
で
は
な
か
っ
た
。
季

節
の
先
取
り
、
シ
ミ
が
な
い
こ
と
、
葉
先

が
痛
ん
で
い
な
い
こ
と
、
形
、
等
々
の
ポ

イ
ン
ト
を
教
え
て
く
れ
た
。
謂
わ
れ
（
故

事
）
が
あ
る
こ
と
も
分
っ
た
。
料
理
人
が

つ
ま
も
の
を
使
う
の
は
、
た
だ
綺
麗
だ
か

ら
使
う
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
過
程
を
経
て
、
1
9
8
6
年
10

月
、
初
め
て
葉
っ
ぱ
が
売
れ
た
。
最
初
は

4
軒
だ
っ
た
が
、
や
が
て
全
国
か
ら
注
文

が
来
て
、
3
年
後
に
は
44
軒
に
増
え
た
。

よ
う
や
く
お
年
寄
り
た
ち
に
笑
顔
が
戻
っ

た
。
町
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
横
石

さ
ん
を
救
世
主
と
し
て
崇
め
て
い
る
。

彩
事
業
は
、
地
域
資
源
に
目
を
つ
け
た

の
が
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
大
事

な
こ
と
は
、
小
さ
な
地
域
社
会
に
住
む

人
々
の
競
争
心
を
活
用
し
た
こ
と
だ
。
上

位
の
順
位
を
維
持
し
た
い
と
い
う
ラ
イ
バ

ル
意
識
か
ら
、
自
分
の
売
上
を
伸
ば
す
た

め
、
生
産
者
が
知
恵
を
絞
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
一
番
の
成
功
要
因
で
あ
ろ
う
。

樹
高
が
伸
び
る
木
（
ホ
ウ
の
木
な
ど
）

は
傾
斜
地
に
植
え
る
。
平
ら
な
所
に
植
え

た
ら
ハ
シ
ゴ
を
使
わ
な
い
と
葉
っ
ぱ
が
取

れ
な
い
か
ら
だ
。
あ
る
い
は
、
モ
ミ
ジ
を
、

倉
庫
と
倉
庫
の
狭
い
隙
間
に
植
え
て
、
台

風
を
避
け
た
り
、
日
当
た
り
を
悪
く
し
て
、

11
月
に
な
っ
て
も
青
モ
ミ
ジ
が
取
れ
る
よ

う
に
す
る
。
経
験
的
に
わ
か
っ
て
い
る
こ

と
が
役
立
っ
て
い
る
。
競
争
原
理
が
知
恵

を
引
き
出
し
て
い
る
の
だ
。「
資
源
は
有

限
だ
が
、
知
恵
は
無
限
だ
」
と
、
横
石
さ

ん
は
語
る
。

横
石
さ
ん
は
、
人
口
2
0
0
0
人
の
町

に
3
億
円
の
産
業
を
興
し
た
。
彩
事
業
の

お
陰
で
、
町
が
元
気
に
な
っ
た
。
景
観
も

素
晴
ら
し
い
も
の
に
変
わ
っ
た
。
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
、
U
I
タ
ー
ン

も
増
え
た
。
横
石
さ
ん
は
彩
事
業
を
立
上

げ
、
成
功
さ
せ
た
経
営
者
能
力
に
よ
っ
て
、

地
域
を
変
え
た
の
で
あ
る
。「
社
会
起
業

家
」
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
上
勝
町
は
U
I
タ
ー
ン
が
増

え
た
と
は
い
え
、
ま
だ
年
率
1
・
6
％
の

人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
。
周
辺
地
域
に

比
べ
、
人
口
減
少
の
速
度
が
緩
や
か
に
な

っ
て
い
る
の
は
事
実
だ
が
、
ま
だ
「
定
常

状
態
」
に
は
な
い
。
65
歳
以
上
人
口
の
比

率
が
30
％
台
に
下
が
る
位
の
若
者
の
U
I

タ
ー
ン
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
良
循
環
に

入
っ
て
い
く
。
新
た
な
U
I
タ
ー
ン
戦
略

の
構
築
に
向
け
て
、
社
会
起
業
家
に
は
新

し
い
挑
戦
が
待
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
資
源
は
有
限
、

人
間
の
知
恵
は
無
限
」（横
石
さ
ん
）

地
域
を
変
え
た
社
会
起
業
家


